
東京電⼒福島第⼀原⼦⼒発電所
廃炉の取組

２号機からの燃料デブリ試験的取出し

１回目 (2024年11月7日) ２回目 (2025年4月22日)

約 0.187g,
約 5mm×4mm
約 0.3 mSv/h (γ線) 
約 4.5 mSv/h (β線)

１回⽬燃料デブリ取出しの詳細分析結果

少量の燃料デブリ分析から貴重なデータを得られたと考えており、
知⾒を今後の燃料デブリ取り出しに活⽤していく。

細かい空隙を含んだ微細相がサンプル全体に分散しており、⽐較的容易
に破砕できた可能性あり構造

約 1.9%ウラン濃縮度
（235U/U⽐）

セシウム137が少ないことにより、相対的にユーロピウム154やコ
バルト60の影響が強くなっている。放射線源

ALPS処理⽔放出 2025年9⽉時点

タンク解体 2025年9⽉時点
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構内タンク数

15バッチ
IAEAによって安全に放出
されていることが確認

放出回数

１回⽬

２回⽬テレスコ式
取り出し装置

グリッパ⽖

先端治具

約 0.693ｇ
約 9mm×7mm
約 8 mSv/h (γ線) 
約 18 mSv/h (β線)

労働環境の⼤幅な改善

  4%
防護服
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⼀般作業着

燃料デブリ取出し作業の関連施設を設置予定

解体完了
（11基）

 9⽉に解体完了


